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今月のグラフ記事は製鋼スラグを活用したカルシア改質土が
テーマです。港湾整備での活用事例の紹介があり、製鉄プロセ
スの副産物のリサイクル推進の観点で注目されます。さらに、
カーボンニュートラルの観点からも、カルシア改質土がブルー
カーボン生態系の活用拡大へも効果があることも紹介されてい
ます。
「ブルーカーボン」が気になったので少し調べてみると、水

素と同様にカーボンにも色付けして分類しているようです。森
林や草原などの陸上の生態系によって吸収された炭素は「グ
リーンカーボン」、海草藻場やマングローブなど海洋の生態系

に取り込まれた炭素は「ブルーカーボン」、その他に、淡水の
湿地帯の生態系に取り込まれた炭素は「ティール（Teal、青
緑色）カーボン」と命名されているようです。「ブルーカーボ
ン」は海底泥中に長時間（数千年程度）貯留され、CO2吸収源
の1つとなるようです。グリーンやブルーの色で表すとイメー
ジも良くて、活動推進につながるようにも思います。

カーボンニュートラル達成に向けては様々な取り組みが必要
な状況なので、カルシア改質土によるブルーカーボン生態系活
用への貢献も広がることを期待します。
 （H. T.）
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